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令和５年度第１回倉吉市総合教育会議 会議録

１ 日 時 令和５年５月３０日（火）午後３時

２ 場 所 大会議室

３ 出 席 者 広田市長

小椋教育長

田民委員 髙橋委員

西田委員

会 議 の 経 過

（進行：教育委員会事務局長）

１ 開 会 午後３時

２ 市長あいさつ

３ 教育長あいさつ

皆さんこんにちは、お忙しいところ、倉吉市第１回総合教育会議にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。

普段からいろいろ教育行政におきましては、いろいろなご意見、ご指導いただきながら、

本当に感謝申し上げます。

新小学校も、今、順調なスタートを切った中で、教育委員会の方で様子を見ていただいて

いる状況でございますが、非常にいいスタートが切れたのではないかなという具合に喜んで

いるところでございます。状況に応じて、また次のステップに進めていけたらということを

思っているところでございます。

本日は、私の方からは、地域の高校とかの魅力アップに向けて、皆さん方はどんなふうに

今感じ取られるかなというようなことを少しお聞かせ願って、またそれを県の教育委員会な

どのお伝えしながら、地域の高校のことを含めた教育行政の推進といいますか、活気のある

教育環境、そういったものにつなげていけたらと思っているところでございますので、本日

またいろいろ忌憚のないご意見をお聞かせ願いまして、教育行政に役立てていきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いします。
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４ 報告事項

(１)令和４年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

５ 協議事項

（１）中学校での進路指導について

まず、広田市長におかれましては、貴重な時間を確保して頂きまして本当にありがとうご

ざいます。

ご案内のとおり年に 2回の総合教育会議で、事務局としては、市長との協議も個別なこと

で、随時、結構な頻度でさせていただいているのですが、教育委員の皆さんと市長とで直接

意見交換をしていただくというのは、先ほど申し上げた年に２回ということですので、本当

に委員さん方の方からたくさんのご意見がいただけるように、今日の会の運営も進めたいと

思っております。

定例の教育委員会に引き続いての会で、大変申し訳ありませんが、どうぞよろしくお願い

します。

（資料により教育委員会事務局長説明）

（意見なし）

（資料により学校教育課長説明）

（引き続き 教育長説明）

委員 資料の中で、中部外へ進学する目的で、スポーツで行くのか、高専とあり

ますが、専門で勉強したいのか、あとは大学受験の目的で、高度な勉強をし

たいので進学率の高いところに行きたいとか、このあたりの分析というのは

いかがでしょうか。

教育長 わかる範囲でよろしいですか。

部活で中部以外の高校を選ぶという割合の生徒が多い感じはしています。

例えば大学進学のことを考えて、資料に記載しております県立高校東部、或

いは県立高校西部というところがどちらかというと進学。私学の場合には、

ほとんどが部活動だというふうにとらえていただいてもいいのではないかと

思います。県外は、これもほぼ部活動です。

委員 私の知り合いの中で、不登校で中学校を修了して、それから何年か間を置

いて、鳥取市の中高一貫校に通い始めてから元気になったというケースがあ

るようで、子どもにとってはどこかいい場所があって、きちんと学力をつけ

るところがあれば、いいなとは思います。

それから最近聞いた話では、サッカーでプロでやっておられた方が今年か

ら専属で倉吉北高校の監督をやられて、一年生がまとまって入学したという

ような話を聞きました。実際に確認はしてないんですけども。

そうしてみるとやはり監督なり、そういった方のいるところに集まってく

るのかなと思います。
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去年、一昨年の倉吉総合産業高校の野球が強かった時のように、野球をやっ

ていた子がそこに集まってくるということもあるのかなと。これが高校の魅

力なのかというふうに感じたりはしています。

市役所としての施策として、中学校で総合学習ふるさと学習の中で、広田

市長の音頭で作られたデジタル版の企業ガイドブックの中で、中学校の２年

とか３年あたりで、ガイドブックを見ながらその製造業を見てみたい、とか、

ここに行ってみたいというようなものを生徒がチョイスして、それを見学に

行く、そうすると将来的に大学を卒業して、ここにあったから帰ってこよう

かとか、こういう勉強をした方がいいというのであれば、県外の高校に行く

かもしれませんが、そういった企業との接触、交渉が学校教育課だけでは手

一杯なので、経済観光部とかに企業とのマッチングをしてもらう。学校、教

育委員会としては、学校現場でアンケートをとって行きたいところを絞って

もらう、そういった協力体制ができないのかなと考えると、魅力アップにな

るのではないかなと思います。

市長 ありがとうございます。

そういった意味合いも含めて、もともと今ご紹介いただいたガイドブック

が鳥取短大や看護大の生徒さんと意見交換をした時に、地元にどんな企業が

あるのかわからないということで、いい企業は都会の方にしかないみたいな

感じで、本人もさることながら、保護者の皆さんもいい企業に就職しないと

いけないと思うと都会の方に出るしかないというように思っておられないの

かなあと感じて、身近にもこんないい企業があるということを、子どもも含

めて保護者の皆さんにも知って欲しいというのが、思いだったものですから、

今言っていただいたようなことで、多くの人にそのことをよく知って欲しい

とは思っています。いいご意見ですので、市長部局の方でも、そういったこ

とを学校と連携できたらと思います。

非常に私でも感動したりして、こんなロボットみたいなものは、いわゆる

従業員で作ってしまいますからとか言われて、物を運んだりする、そのロボ

ットは、行き先を指示すると、自分できちんとそこに持っていくとか、大企

業とかでロボットが次から次にものを作っていくようなものを見ていても、

ああいうものを全部これ従業員が作っているのですよとか、それを見たとき、

なんという高度な人たちがおられるのだろうとびっくりしました。

だから都会の方に 1回出て、色々な技術なり知識なりを持って、地元に帰

ってきてもそういう受け入れ体制というのは十分ある。あなたたちが働く、

そういう能力を発揮する場所として、いい企業がたくさんあるのだというこ

とを、みんなに知って欲しいと思って、これからどんどん活用して成果をあ

げたいと思っていますね。

委員 拝見させていただいて、こんな企業があったんだなと、改めて、こういう

企業は、こうだったなというのを思い出したり、新発見があったりするので、
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非常にいいものがあるので活用しない手はないと思いましたものですから。

市長 ありがとうございます。

倉吉東高校が定員割れをしているとか、鳥取中央育英高校はかなり定員を

満たしていなくて、町長も高校がなくなってしまうのではという危惧をされ

ている中で、先ほど言われたような、地元にプロのサッカーの指導者がおら

れるとか、もっともっと特徴を挙げていただいて、倉吉総産高校にしても、

倉吉西高校にしても、自転車の素晴らしい選手がいたり、それに対する指導

者も当然おられるでしょうし、もっとどんどんアピールすれば、そんなに東

部や西部までの通学時間を考えると、もったいないと思っているものですか

ら、定着してくれて、最終的にふるさとに戻ってくるＵターンに繋がるとか、

そういったことにも繋がりはしないかと思って、状況を聞いたのですが、私

たちの時にはなかった高校の訪問が、今はあったり、事前に色々な情報を生

徒の皆さんに与える場面もあるのだなと思ったところでございます。高校ぐ

らいまではしっかり地元に居て欲しいと思っています。

委員 今コロナでなかなか職場体験ができなくて、五類に緩和されて、段々体験

もできてくるのかと思っています。

うちの子も職場体験が結構楽しみで、色々な業者・企業が回れるので、そ

れも結構よかったと思ったのですけども、受ける体制はなかなか厳しいもの

があって、私の職場も来月、北栄か湯梨浜の中学校から久しぶりの体験に来

てくれるということでしたので、やはり地元のそういった企業があるという

ことは高校に入る前に中学校のころからしっかりと見ていただければ、そう

したら、この高校に行って色々しようかな。というのはあるのですけども、

片や高校に行くと、今中部には土木科というのがなくなってしまって、結構

土木の関係者に聞くと、技師がいないというような状況で、危惧されている

ところです。情報系もなくなってしまうので、鳥取まで行かないといけない

というのがあったりして、そことのマッチングがなかなかうまくできてない

ような感じもあって、東部西部にいく子も、もしかしてその関係もあるかも

しれないですが、これは県の教育委員会になるのですけども、中部の方にも

そういう関係や専門的な科があれば、また少しは違うのかなあと思います。

土木業界も本当に人がいなくて、仕事はあるのだけども、人がいないから、

請けられない、仕事がなかなかできないというような状況をよく聞いて、な

かなか大変ですというのはよく言われるのですけども。その辺のマッチング

ができてないのかなと思うのですが、ぜひ鳥取県に、中部に帰ってくること

になるような施策なども進めていただきたいですし、日本海新聞でも、今色々

な地元の企業の若い子の特集みたいなものをされてますので、そういう鳥取

県に帰ってきた色々な話も、中学生なり、高校生にしていただくといいのか

なと思っています。

この前小学校の卒業式に出たときに、いつも卒業生が将来何々になります
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と、結構たくさん言うんですけども、今年は声が小さくて、何か一通りの仕

事で、これもコロナの関係なのかと思いながら聞いていました。昔はプロの

サッカー選手になりたい、野球選手になります、一級建築士になりますとか

何か言っていましたけど、今年はあまり、思ったほどなくて、何か将来大丈

夫かなというちょっと危惧したのがあって、やはり小学校からも、こういう

仕事に就いてみたいなという学習なども入れていただけたらと、今年の卒業

式で感じました。

委員 市報の裏のところに、こんな企業がありますというのを特集されているの

を見て、今の子どもたちは自分の好きなことを仕事にできるとか、そういう

のがワクワクするという子も増えてきていると思うので、そうやって好きだ

った会社をわざわざ探して、僕はここに来てこれをしてますと言って、倉吉

に来てくれた人からそういう話が、中学生とか小学校の時でもいいので、実

際に話が聞けるといいなというのは、市長が感動されたように、子ども自身

が感じる機会が一回でもあればいいなというのは感じています。

高校の先生と話をしていて感じるのが、子どもたちがやはり少しずつ変わ

ってきてるから、例えば県立の高校のように５教科頑張りましょうと言われ

るのは結構負担になったり、それよりは良いところがあるね、ここを伸ばそ

うか。という言われ方をした方が、意外と全教科が上がっていったりとかす

る子の方が増えてきているので、５教科を全部頑張りましょうみたいな感じ

で言われると、きつくて、苦手をどう頑張ればいいのみたいな感じの子も増

えてきつつあって、何か、そういうちょっとマッチングがあってないねとい

うことも、高校の中で見受けられる場面もあるという話をされてるのをちら

っと聞いたりもしたので、ちょっと私立の高校の方が自分には向いてるかな

といって選ぶ子も少し出てきてるのかなあと思ったりします。

高校によっては、バスが倉吉駅まで来ているとか、通うのにすごく便利で、

どうしてもそういう高校を選んでしまうという話を聞いたりもしていて、

色々な選択肢が増えてきてしまっているというのもあるし、子ども自身も少

し色々なタイプ的に変わりつつあるところもあるのかなとは、思ったりして

います。ただ、そういう子どもたちだからこそ、その子たちに倉吉にこんな

会社があるのだというのを、子どもの時に、バックアップしながら、聞くと

いう体験とかがあれば、覚えていて、やはり倉吉に帰ろうかなと思ってくれ

る子がいるといいなという気持ちがあります。

市長 工場見学というのは、小学校ではないのでしょうか。

教育長 修学旅行で広島に行った時は、マツダの工場見学をしています。

県内の工場見学は、大山乳業に行く小学校があるかもしれません。

学校教育課長 中学年位の子が宝製菓とか。

教育長 先ほど話題になった中学生の職場体験ですが、コロナが五類になったので、

多分一気に戻ると思います。市役所にももちろん来ますし、色々なところに
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出かけていくと思います。

委員 市が、進出企業等色々なところに助成しますよね。そういったところはど

んどんその職場体験ではないですけども、見学を受け入れていただきながら、

学校で学ぶ理科とか、色々な問題を生徒自身がこういった活用をされている

のだとか、そういう勉強をもっともっとしていただきたい。総合的な学習に

なるといいなと思っています。先ほど委員がおっしゃったように、中部に土

木とかがないという状況、今日、日経新聞に積水さんが高卒を今年度か来年

度に大量に採用、要するに 30 代から 40 代前後で辞めて、自分で独立する社

員が多いという中で、それから 2024 年度は時間外労働の規制が入るので、そ

の関係で人手を抱えておかないといけない、休みを与えないといけないとい

うことが書いてありました。多分大手企業等で採用人数が増えてくるのでは

ないかと思うのです。ということは、地元の企業さんも時間外問題が当然出

てきますので、人手が欲しいというニーズはあると思うのです。今更また作

っても間に合わないかもしれませんけども、そういったところに行政として、

県下挙げて手を打っていくというのも一つ大事な魅力づくりなのかなという

ふうには感じます。

教育長 例えば先ほどの職場体験ですけど、受けてくださる事業所に市から何らか

のお礼をわずかでもするとか、単純ですけど、そういうことでも大分受け入

れが変わってくるんじゃないかと思うんですけど。

市長 お礼がいるかどうかは別としても、今おっしゃられたように西倉吉工業団

地とかの製造業さんでも本当、人材が欲しくてたまらないという感じで、結

構拡張もし、それに向けてこれからの計画もまた次から次にある中で、喉か

ら手が出るほど欲しいと思いますから、協力はしてくださると思います。私

ども行政もさせてもらったり、何かあれば対応できるかどうか担当課を通じ

て聞いてみます。

そういう職場、学校体験もしつつ、こんな学校があればいいなとか、委員

がおっしゃったように、例えば国立大学に行かないといけないときは全部の

教科を勉強しないといけないけど、自分の好きな理系とかそちらの方でいけ

ば、２・３科目で得意分野を生かしていく道もあったりするので、その辺り

の次の大学に向けての進路指導なども聞いていて、私たちの頃も、倉吉東高

校はとにかく国公立に行くようにと言われたような気がしますので、とにか

くみんな勉強しないといけないという風潮でしたから。今はどうかわかりま

せんが。

教育長 今も基本はそうです。

市長 国公立ですか

教育長 はい。基本はですね。

でも大分私学に進む生徒も増えております。昔に比べたら。

委員 一時、倉吉東高校が全員国立に行けという進路指導をやっておられたよう
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（２）中学校部活動の地域移行について

な記憶があるのです。私たちの頃は５教科やって点数を取るものと、３科目、

２科目で得点とるものとで何か大学を選んでいたような気がします。

市長 そうですよね。社会の代わりに数学で受けられるとかで私立目指している

ところもありますし。

教育長 倉吉東高校のスタンスは、人間力を高めるためには、5教科 7科目を勉強す

るというところから始まるという考え方が残ってます。

委員 その辺りかな。

委員 １年生の最後の進路の希望を書くときは、国立大を書きましょう。と書い

てある。

教育長 だからと言って私学に行ったらいけないというような指導はありません。

もちろんありませんが、やはり基本ラインを変えずに保っておられるという

感じはします。

（その他意見なし）

事務局長 ありがとうございます。先ほどの話は、経済観光部なり、仕事定住の部署

の方にもつなげて、また協議を進めていきたいと思います。ありがとうござ

います。

（資料により社会教育課長説明）

委員 これは４月から始めてすごく問題がある状況です。私も外部指導をずっと

しておりますが、日本スポーツ協会が４月から地域のクラブにも移行できる

と。部活動にも入っていいし、地域のクラブにも入っていいということで、

私が行っている競技では東部から西部までで１０～１１団体の地域のクラブ

が出ていて、強い子はほとんど８割９割はそちらに移ってしまいました。そ

こに強い子が集まると、中学総体に出られますから、そこで勝てば中国大会、

全国大会へと行けますので、強い子が入れば、皆集まってくるという状況で

す。一番の問題は、外部指導をしていて、その地域のクラブに移行した子も

部活動をしても良いので、一緒に部活動をします。けれどもその子はライバ

ルなのです。中学校で団体戦に出ますし、地域クラブも団体戦に出ますから、

ライバルの子も来ていますので、その子も一緒に教えるかどうか非常に悩ま

しい状況です。でも部活動に来ていますので、一緒にしないといけない。放

っておくわけにはいかないので、ちょっと向こうで練習しておいてねという

ふうにしますけども、これは非常に問題で、先生もどうしてよいか、その子

がキャプテンになっていますから、非常に悩ましいところです。

他のクラブからそこに入ったのですが、中学校であれば、ほとんどお金が

要りませんが、クラブに入るとお金が要ります。コーチからもっとお金を出

してくださいと言われるのですが、何故そこまでお金が必要なのかといわれ

る保護者の方があります。でもそれは自分が希望してチームに入っているの



8

ですから、そこは道具から何から、自分たちで運営していかなければならな

くて、体育館の使用料も自分たちで工面しなければならないので、それは必

要ですということを保護者に説明しないといけません。多分月額でも１万円

とか会費を払わないと厳しいと思います。指導者にもそれぞれお金が必要に

なりますから。

そういう状況でお金を中学校なり市の方から補助ができませんかといわれ

るのですが、今の制度では多分そういう事は無理でしょうという具合に言っ

て、移行して２か月になり、中学総体がすぐにありますが、中々難しい状況

になっています。

本来ですと、土日だけ地域移行にして状況を見ながらした方がよかったの

ではないかという感じはします。土日だけ地域の色々なクラブのところに練

習に出向いてからの方がよかったのではないかと思います。日本スポーツ協

会も方針を出されてしまったので、どうしようもない。都会であればわかり

ます。都会であれば色々な競技の団体がありますから、それにお金を払うと

いうことは必然的になってきます。そう言うことが当たり前だと思っていま

すが、地方の場合はそういうわけにはいかないのです。色々なところに行く

にも移動のこともありますし、保護者が連れて行かなければならないという

こともありますので、その移動手段をどうするかという問題もあります。

地方でいきなりこのやり方は中々厳しい状況かなということもあります。

多分県の方も今、色々整理されていると思いますし、これから協議会とか立

ち上げられると思います。今、すごく混乱しているような状況だなというの

が私の感想です。

事務局長 ありがとうございます。

今、会費のことが出てきましたが、やはりその大きいところが指導者への

謝礼だとかということがあると思いますが、その辺りは今まで教員がやって

おられたということでよろしいですね。

教育長 そうです。

もし、仮に受け皿になる団体であるとか、そもそも指導者が確保できない

のですが、教員でない外部から指導者を確保したら、お金が必要になります。

それが全国で何千万円なのか何億円なのかはわかりませんが、今まではそれ

を教員が全くの無償でやってきたということです。スポーツ庁が目指してお

られるところは、中学校から部活動を切り離すこと。「最終的には」という考

え方ですので、人口４万５千人の倉吉市がどうやって外部にというところで

す。

もしかしたら最終的には地方公共団体が何らかの受け皿になる組織をつく

れと言われる可能性も無きにしも非ずで、本当にできるのだろうかというと

ころが正直なところです。

委員 今更ながらですが、スポーツ庁の考え方というのは、要するにオリンピッ
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クとか大会に出て好成績が取れる選手を作れという意味合いなのか、中学校

までは、教育という一環で、とするのかこれによって考え方が変わってくる

と思うのですが。

例えば教員へのアンケートで、土日はしたくない人が多いですよね。これ

ほど多いとは少し驚きでしたが。学校へ訪問する中で、部活は教育の一環だ

と言われる先生もおられたし、いやいや本当は出たくないのですとおっしゃ

る先生もおられて、その割合は６対４くらいかと思っておりましたが、こん

なに差がつくとは驚きでした。

短絡的な話をしますが、先ほど委員がおっしゃったように地域移行は土日、

学校での部活動は平日だけ、更にやりたい子は地域移行のどこかのクラブに

入ればいいのではないかと。だから平日は今までどおり学校の先生が面倒み

るということが単純なのかというふうに思います。

教育長 教員が土日に希望するかの割合の話ですが、これは多分、地域移行という

言葉が大きく先行していて、今まではほとんどの教員が部活をしないといけ

ないと思っていたのが、それがしなくても良いと思ってしまった結果だと私

は受け取っています。

それからスポーツ庁が提唱されるのは、これだけ子どもの数が少なくなっ

ったら、単独の学校では満足な運動、文化も含めて部活ができないというと

ころからですから、日本一、世界一を作るという競技スポーツに偏っていな

い。表向きにはそういうふうに言っておられるように受け取っています。と

にかく子どもたちのスポーツの環境を整えるためには、学校だけではもう無

理な状況、時代になっているということを言っておられます。

委員 それは学校で言う体育ではないということで、全く学校から切り離して、

スポーツ庁が各市町村、県を中心にお金を出して団体には援助していくとい

うのが筋ではないかと思います。

委員 一つ問題があるのは、中学校は必ず部活をして、色々なスポーツがあるの

ですが、今度地域移行になると、やらない子が増えてくるような気がして、

初めてこういう競技をしたと言ってそのまま３年間する子もある。そういっ

た子は全く希望になりますから、全くスポーツをしない子は帰って勉強をす

るかというとそうでもない。そうなると中学生の運動能力はどうかというす

ごく危惧する面もあって、結構部活動の中で体力的にも鍛えられているとか、

人間関係もその中で培われていくのかなということもあると思うのですが、

それがなくなってしまうというのも、確かに先生の働き方改革の考え方も確

かに必要ですし、中々難しいし、競技人口も減るのかなという感じです。減

ると今度は協会に登録する人が減ってしまうと、協会登録の費用が厳しいと

いうところも出てくるかもしれない。色々難しい問題が出てくるし、今度、

中体連が多分なくなってしまいますから。協会がきちんとそういう大会をし

てくれるかとなると、そこも中々難しい。
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委員 大会が別立てですからね、学校と。

教育長 今、委員が言っておられることは、本当に大きな課題だと思っていて、県

１位になりたいという思いはないけど、ちょっとスポーツしてみたいという

子が活動できる場をなくしてしまう心配というのがすごくあって、ではクラ

ブでしなさいとなった時に、保護者が何らかの月謝や会費を払いに行かない

といけないですよね。何故、月に何万円も払ってそんなところに行かせなけ

ればならないのかという家庭もあるわけですから、本当にその辺りをどうす

るのかということをすごく心配をしています。

委員 個人的に言うと、やはり学校で４時までは、学校の先生に部活をしてもら

って、休日はフリーだと。これだと何かすっきりするのではないとかと思い

ます。テレビを見ていたら、都会の野球チームなんですが、データ野球なの

です。君の投げた球は回転数がいくらだからこういうふうに投げなさいとか、

全部分析して指導していました。多分親が、相当なお金を払って行かせてい

るのだと思います。そうすると益々格差が広がってきますよね、そういうと

ころに行かせようかと思ったら、確かに今おっしゃるように、その格差を広

げるような施策になってしまってもいけないし、今のように、やはり体づく

りというのは基本的に大事なことですし、小学校、中学校でかじったものが、

大人になったときに、地域のソフトボール大会で選手になって頑張るとかで

すね、色々なことをやはりさせていかないといけないというのはもちろん大

事なことですし、いきなりこう地域移行と言われても答えはないですね。

100％皆が満足するような答えは出てきません。

市長 今はもう、熱血先生というような先生はもうあまりおられないということ

ですか。

教育長 そんなことはないですが。世の中の流れが中学校から部活動を離していこ

うという。

確かにそうなっています。

部活を力いっぱいしたいと思っている教員も一定数はいます。

市長 一生懸命の先生とか、自分の子どもの時もおられたし、親も例えば吹奏楽

部であれば、ワンボックスカーを持っておられるお父さん方が、とにかくこ

の日は空けてくださいとか言われて楽器を運ぶので大変だったし、サッカー

で西部の方に行くとなると連れて行かないといけませんしね。保護者もして

いたような気がするのですが。

委員 東南アジアとか色々な国、他の国で考えると、日本の部活動があることで、

すごく中学生とかの運動とか能力は、やはり日本が高いという調査があると

いうのを聞いたのを思い出しました。中学に上がった時、我が家の末っ子が

剣道部に入って昨年まで優れた指導者がおられたが異動になって、新しく若

い先生が来られたが、２年、３年で道場に通っていて、その先生に教えても

らっていた子の方が詳しくて、新しい先生は１年生と一緒に竹刀を振ってい
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（３) 小中学校不登校支援について

るみたいな感じの部活だったのですが、その分先輩がよく知っていて教えて

くれているのですが、１年生になったばかりのうちの子とかは、そんなに真

剣に剣道をしたいわけではないのですが、見学の時に剣道部のしていること

が楽しそうだから入部したいなと思ったから剣道部に入ってみたと言ってい

たのですが、剣道部は段階があって、土曜日に別の中学校で元々おられた先

生や校長先生も教えてくださっていたから、もう少しやってみたいなと思っ

たら、そういうところに行って教えてもらえるという機会があって、もう少

しうまくなりたいなと思ったら、先輩たちみたいに道場に入ってというよう

にすごく気持ちいい段階があって、子どもたちがやってみたいなというふう

に始めたら保護者も安心できると感じていて、道具とかも一式貸していただ

いていて、道着も貸していただいていて、買ったのは竹刀と最低限のものだ

けで、部活動って本当にすごいなと思いました。いきなり剣道を始めると言

われて、続けるのか辞めるのかわからないのに、最初から色々な道具を買っ

ていくとか月謝を払ってということは我が家はできないと思いますが、子ど

もがやりたいと言ったら、頑張って応援してあげたいけど、先生が指導でき

なくても、教えてくれる先輩がいれば、その人に少しずつでも教えてもらえ

るみたいな形でも、部活があるというのは保護者としてはありがたいと今は

しみじみと感じています。世の中の動きとは逆行しているのですが。

事務局長 ありがとうございました。

教育長 結構大きな課題だというふうに思っていただいておくとありがたいのです

が、本当にこの問題どうするのかと思う事ばかりです。

委員 先生のことを思えばとは思うのですが。

事務局長 県が夏ごろをめどに方針を出されるということがございますので、その辺

りの情報収集もしながら、１市４町でどう取り組んでいくのか進めていけれ

ばと思っております。これについては引き続き課題として取り扱っていけれ

ばと思いますので、よろしくお願いします。

（資料により学校教育課長説明）

委員 自分を休ませる方法という精神科医の先生が書いた本があって、この中に、

休むのには 4段階あってというふうな方法が書いてあったのですが、その中

で第一段階は、とりあえず安心できる環境だというところをまず作ってあげ

ないといけない。そのあと、好きなことが少しずつできるようになってくる

とか、色々な段階があると書かれていました。第二段階が睡眠や食事のリズ

ムが整う。第三段階が好きなことならできる。第四段階が未来に向かって動

く。そうなると、第四段階ぐらいか、第三段階の途中ぐらいからは学校にお

願いすることがあるかもしれないけど、多くの最初のところは、家庭の中で、

子どもに親が関わっていく中で回復していくのかなということが、とても大
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事だなと思うのですが、子どもが不登校になると、なかなかそういうふうな

気持ちにすぐなれないもので、だから、その上孤立した孤独な気持ちにもな

ったりすることが多く、なかなか学校に対しても、子どもの状況はこうです

と、なかなか冷静に話ができないとか、色々な難しいことが、初期の段階で

起こってくるのではないかと思うのです。そのために、第三者的な感じで、

スクールソーシャルワーカーが関わってくださる。また、そういう方が学校

に一緒に支援会議に行っていただいて、子どもさんは、こんな状態ですよと

か、そういうのを学校に話をしてくださる。お母さんとかお父さんとか子ど

もの立場になって、学校に応援するような形で伝えてくださるという方がい

らっしゃると、支援会議の時にすごく心強いのではないかと。心強いと変な

気負い感になることも少ないのじゃないかなということは感じることがある

ので、派遣の依頼が多い家庭訪問をしてもらえるというような感じであれば、

是非増やしていただくことが、親のため、子どものためにもなるのではない

かなというのは強く感じます。

もう 1点、中学校が不登校に対してすごく取り組みをされているというの

をすごく感じるのですが、小学校の時からも、中学校が今取り組んでいるぐ

らいのことを、また参考にしながら、小学校の不登校対策も、頑張っていた

だけるとありがたいかなと感じる時があります。

委員 率は高いのですけども、変容の状況が増えているということはいいことで

はないかと思っています。少しでも変わっていくということが大切だなと思

っていますし、多分スクールソーシャルワーカー6名では中々足らないので、

もう少し増やしていただけるといいのかなとは思うのですが、予算的なこと

もあるでしょうが。

学校教育課長 そうですね。お願いはしておりますが、引き続きこれで行こうと思ってい

ます。

委員 長中期不登校児童生徒に関するアセスメントシートとはどういうものでし

ょうか。

学校教育課長 実態を把握するための調書のようなものです。各学年での状況を記入した

り、保護者との会議をとおして、そこで目指していく方向性であるとか、色々

な参考になることを書いていただいております。そこにスクールソーシャル

ワーカーさんにも入っていただいて作成していただいております。

委員 やはりそこに関わる人が増えていけば、教員の負担も減っていくのかなと

いう気もしますし、フリースクールがもう少し市内にあればいいという気が

するのですが、そこに自由に通えるというか、学校に一つあればいいのです

が、２校に一つとか、そういうのが増えれば少しずつ違ってくるのかなと思

いますので、予算との具合もあるのですが、そこを何とかしていただけると

いいのかなという感じはします。

委員 委員がおっしゃったように、保護者の不安を取り除くというか、今話を聞
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く中では子供にとって一番いい影響があるのかなと思いました。子育ての前

に、妊娠がわかって母子手帳をもらって、出産までの十月十日、それから出

産後の産後ケアを含めた時に母親の情緒が安定すると、赤ちゃんも子どもも

穏やかに育つという延長で言うと、やはりその不登校にしても、いじめ問題

にしても、保護者の方のケアというか話をゆっくり聞いてあげるというのが、

一番はじめの取っかかりかなと思いました。

教育長 冒頭事務局長の方から、福祉課であるとか、子ども家庭課との繋がりみた

いなところも本当に大事だと思っていて、スクールソーシャルワーカーの活

動時間を増やしてもらうということももちろん大事なのですが、先般不登校

ではない事例なのですが、ある中学校ですごく家庭の状況が困ってしまった

生徒があって、すぐに学校から子ども家庭課に連絡したのですが、子ども家

庭課はすぐ福祉課に連絡して、迅速に動いてもらって、その中学生をきちん

と安全に過ごせるところで確保ができたという例があって、すごくありがた

かったです。だから、そのケースは不登校ではないと申し上げましたけど、

不登校についても、福祉課や子ども家庭課には保健師の資格のある人が配置

されておられるので、仕事を増やすのは大変申し訳ないと思いますが、不登

校についても、何かもう少し学校教育課なり、教育委員会と上手に連絡、つ

ながれるようなことが何かできないだろうかというのは思っています。

委員 今のスクールソーシャルワーカーに保健師のＯＧさんがおられますよね。

教育長 おられます。

委員 そういう方が少しずつでも増えて、短時間でも人数が増えていくというの

がありがたいとは思います。

市長 教職員以外の支援の状況は、フリースクール、スクールソーシャルワーカ

ーさんよりも医療機関だとか専門機関の方が多いのではないのですか。

生活も家では自由というか、部屋に閉じこもってというか、何か昔のそう

いう印象みたいなものはあまり感じない。

先ほどの家庭の支援というか、医療機関、児童相談所だったり、福祉課や

そういう専門機関が、しっかりその辺は連携して、教育委員会だけではなく

専門部署や担当部署というか福祉やそういったところと連携をしていく状況

みたいな部分で、必要な担当部署がやはり協力していく必要があります。

委員 不登校の当初の原因でもなかなか判明はできないでしょうし、色々なこと

が重なって起きているのでしょうけども、そこがわかれば、手は打ちやすい

のでしょうね。

だから学力だったら学力つければいいということでしょうし、経済的であ

ればそれを支援していけばということなのでしょうけども、なかなかそこま

でのアセスメントができているかどうかということだと思いますね。

事務局長 医療機関ですけども、例えば、児童生徒にお腹が痛くなるとか、頭が痛く

なるとか、原因がはっきりしないけども、そういう症状が出る場合に、その
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（４) コミュニティセンター活動の充実に向けた部局間の連携について

医療機関にかかりつつ、心の悩み相談みたいなところにも繋がるようなケー

スがあるというふうなことも聞いたことがございますし、精神的な部分で、

後になってから大きくなってから、発達障害というのでしょうか、そういっ

たことがわかってくるということもあるように聞いておりますので、そうい

った部分でのこの医療機関にかかるケースがあったりするかなと思います。

委員 最初はなかなかわかりづらい障害があり、とりあえず、学校医に相談と思

っても、専門のお医者さんのところで、実際に検査をしていただいて、それ

がそうだというのがわかるらしいのですが、そういう専門的な知識がある方

に学校の先生とか、不登校担当の先生が助言してもらうとか、そういうのが

あれば、親子が救われる機会も増えたりしないのかなということを感じたり

します。

事務局長 こちらの不登校支援も引き続き大きな課題ということで取組んでまいりた

いと思います。ありがとうございます。

（資料により社会教育課長、市民生活部地域づくり支援課長説明）

市長 このコミュニティセンター化以降のまちづくりに関する取り組みの、社会

教育の意識が低くなっているというのは、これは、現状として、具体的な内

容は、どういうようなことですか。

社会教育課長 社会教育、地域づくり、これまでは社会教育を含めて取り組んでもらって

いたのですが、地域づくりも加わったということで、どちらかというと、地

域づくりの取り組みの方に重点を置かれる地区が、多く見られるのではない

かということでございます。

具体的に言うと、例えば地区の運動会ですとか、祭りですとか、華やかな

賑やかなイベントごとなどをやることによって、満足を得ておられるような

傾向があるのではないかなというふうに我々は感じています。

でもそういう一つ一つの行事を充実してやっていくということにはやは

り、社会教育というものも職員さんを含めて、意識してやっていただくこと

が必要ではないかということですので、どちらも衰退することなく、やって

いっていただきたいのですけども、社会教育という方の意識がちょっと低く

なっているのではないかというふうにとらえているということです。

市長 そうは言っても、運動会とか従来からやっている事業をそのまま継続して

やっているわけではないのですか。この社会教育の意識が低くなったという

のは、具体的にはどういう現状があってなのか教えて欲しいなと思って、社

会教育の意識が低くなったという声があるとか、逆に言うと地域づくり支援

課の関わりが弱いということを、弱っていても、今の話でいくと、まちづく

りはどんどんやられているという話も、逆にはあるわけで、別に行政が関わ

らずでも地域でそういったまちづくりに向けた取り組みが、実際地域の方々
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で活発にやられるのであれば、それはそれでいいのかなと思うのですが、そ

の社会教育の意識は、低くなったと社会教育委員協議会の方では、関りが弱

いのではないかということの観点とすれば、具体的に何が減ってしまったと

かありますか。

社会教育課長 具体的には研修に対する意識が低くなったりですとか、その地域において

のコーディネーター役とか、まとめ役とかという意識が低くなることによっ

て、それがひいては人材育成だとか、後継者の育成だとか、地域においての

役をしてもらう方の跡継ぎがなかなか少なくなっていくだとか、そういうは

っきりしたことというよりも相対的に、いわゆる社会教育という意識が低く

なったのではないかということを感じているということです。

教育長 例えば、研究指定事業はやめたいとか、社会教育課長が言いかけたのは、

その研修はもういいというような声が上がってくるとかそういう事だと思い

ます。私が個人的に心配してるのは、市内の 13地区が、ある程度の社会教育

のレベルを今までずっと保ってきたんですが、地域によって差が出てきてい

る感じがしています。

市長 その差は何ですか。下がっているのは何が下がっているのか教えてくださ

い。

教育長 研究指定事業はもういいとか、研修に積極的でないという事です。

市長 けど、それはまた地域の人達の声だろうとか、参加者もだんだん高齢化し

たということで、参加も少ないとか、そういう難しいテーマの時には参加が

少ないとかという部分で、例えば、人権問題だとかはずっと別途継続されつ

つありながら、社会教育のその中で研究指定事業が、なされないという部分

は、そのテーマがやはり地域の課題解決にきちんとマッチしてないとか、皆

さんの思いと少し違うのではないかとか思ったりして、地域でその防災だと

か福祉だとか色々なそういう課題を解決するための組織だったり人づくりだ

ったり、そういったものがしっかり今できているのだろうかというところを

私自身は少し心配して公民館の自治活動の中でも、やはり役員とかのなり手

が少なかったり、跡継ぎというかそこの時点も、なかなか難しい状況ではな

いですか。その中で、あまり専門性がないようなことにこれからどんどん取

り組んでいけというのは、逆行しているのではと思っていますが。

何かその社会教育面の意識が低いというのは、全体のその社会教育に向け

た市民の意識をどうやって、何か高めていくというのは、何かいい事例があ

ったらそういったことを取り組んでいただくなり、関金とかでも買い物環境

の確保に向けたのが地域課題だということで、これから取り組もうとか、い

い動きをしておられる協議会もあるではないですか。

だからそんなに低いという感じには思えないものだから、それが少し低く

なったというのが、具体的に何なのというのを教えて欲しいと思っていたと

いうことです。
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事務局長 具体的にどうですか、学習機会というのは、保障されているのですか。講

座なり。

社会教育課長 そうですね。そういう生涯学習の機会などの企画はしておられますし、コ

ロナのこともあったわけですが、機会の提供はやっておられます。

先ほど教育長も言われたように、地域によっての差がみたいなものもそこ

で感じるところもあります。

これまで通り一生懸命に地域の人と協力しながら企画運営しておられると

ころもあれば、その役員さんに任せきりであったりだとか、ちょっと協力体

制が薄くなっているところだとかそういう事を感じています。

市長 そうは言っても主事さんはあまり変わっていないですよね。

社会教育課長 変わっておられないところもあります。

市長 二人目三人目の主事さんについては、コミュニティセンターにして一人追

加したりして新たな形で、主事さんというのは昔ながらの話ではなかったか

と思って。

社会教育課長 長く勤めておられる方もありますけど、新たに入って来られた方が中々続

かないということも聞いてはおります。それは、コミュニティセンターそれ

ぞれ事情、状況が違うところがありますので。最低限といいますか全体の底

上げはしていきたいというふうには思っています。

教育長 先ほど市長がおっしゃったように、社会教育とは人づくりなのです。その

あと次にどう繋げていくかというところなのですが、その人づくりにかかわ

る部分のところのコミュニティセンターの活動が本当に、今やっておられる

ことで、大丈夫なのだろうかと思ってしまうところが若干あって、皆が楽し

いイベントはされます。色々されますが、その活動の内容が本当に地域の後

を担う担い手づくりに繋がっているかどうかというところがやはり気になる

地域があるということです。

市長 ちょっと何かその辺りが、せっかくその運動会であろうが何か地域のイベ

ントであろうが活躍してくださる人たちを集めるだけでも、とても大変だろ

うと思っているのです。

教育長 そうです。そうなのです。

市長 だけど、少なくともそういう事なら、役員とプラスαに声かけられて、そ

れでも若い方々が運営に携わってくださることで、顔が見え、その人たちが

今後の関わりに一歩近づいていくというような恰好なので、別に悪いことで

はないかと思っているのです。

それが今度は勉強みたいな格好で、先ほどの人権学習であったり、色々な

そういう地域の勉強会みたいな部分でも、声かけられる。そういった参加に

繋がっていくのではないかなと思ったから、何が、現実にその意識が低いと

いうのは、現実的にどんな状況かなと思っただけです。

委員 地域づくり支援課が市長部局に移ったということで、教育委員会の社会教
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育課は何をすればいいのかというのは、個人的に、教育委員としての疑問と

いうよりも、不安というのか、問題意識というか、その中で今日初めて地域

づくり支援課のこの資料を見ました。これを見る限りでは何をされたいのか

わかりません。予算の配分が書いてあるだけで、要するにどういうテーマで

防災については、市長部局としてはこう考えているので、こういうテーマに

ついて各コミュニティセンターで検討してみてくださいとか、そういったも

のが出てくるかと思ったのですけども、これだけではよくわかりません。や

っておられるとは思いますが、そこのところを今日は本当に聞きたかったと

いうのが本音です。

委員 私もこれ、予算は確かにありそうで、どういう具合に関わっていくのか、

本当に新しく一人追加して、その方が地域支援ということで、まず、どうい

ったところにどうやって関わっていくというのが見えない状況なので、そこ

をきちんとお金ではなく、こういうことに関わって地域づくり支援課として

はやっていきたい、社会教育課から受け継いだことをこうしていきたいとい

うことを示していただけたらと思いました。委員と同じ意見です。各コミュ

ニティセンターから社会教育主事になってもらうのですよね。

社会教育課長 はい。年次的に

委員 その方がずっと引き続きしてくださればいいのですが、入れ替わって資格

を取りに行ってもまた続かないということもあるので、やはりその辺りはし

っかりとサポートはしていただいて、地区によってはずっと長い間関わって

いただいている所があるし、あるところは、やはりそれぞれ課題を持ってお

られるので、そこを重点的にされていくのだけども、やはり人が変わってし

まうと、どうしてもそこが弱いというところがあるといった意見もあったか

なとは思います。

今、地域の青少協に関わっているのですが、結構いい具合にどんどん小学

校のＰＴＡの方から何人か入って、次々行けるような今状況になっているの

で青少協はもう安定してきていて、次がいるので、私が全然関わらなくても

いつ身を引いてもいいなというような状況です。

ですから、次の世代を少しずつ見ていきながら、作っていただくような仕

組みをとっていただきたいし、それは結構新興住宅もありますから若い人も

いるのですけども、でもやはり山間地でいくと、これも地域の方で、そうい

う活動をしたいという方もやはりいらっしゃるので、そういう方を掘り出し

ていただけるような仕組みを作っていくと、いいのかなという感じはします。

委員 市長部局に持ってきたという重点施策であるならば、そこのところをもう

少し見えるように、災害があったときにどうするのだとかという、色々なテ

ーマがあると思うのです。市長部局として市役所としてはこういうふうにや

っていただきたいという、テーマがあって、それであと自主的に各コミュニ

ティセンターがそれに向かって、活動を続けていく。そうすると倉吉市の 13
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コミュニティセンターが同じような歩調で従事してくるのではないかと。あ

とは独自の行事を入れていくと。公民館の毎月の活動、コミュニティセンタ

ーだより、あれを見ると、やはり温度差がすごくあるのですよね。

小鴨はすごく充実しているなというふうに感じますし、何か行事をしない

といけないのではないかというような切迫感が、各コミュニティセンターの

中にはあるのではないかと思うのです。紙面を埋めるためという言い方はお

かしいのですけども。そうするとやはり定例な行事を特に入れていくとかと

いうことで終わってしまうという。あとは公民館長会等でお任せしてしまう

とか、コミュニティセンター自体が音頭を取っているところとあまり取って

ないところもあるのかなと。そこのところをしっかりとグリップしていただ

くのが今回のねらいではないかなと思うのです。だから独居老人宅のケアと

か、災害のケアとか、それから子ども会等のリーダーを育てていくとか、そ

ういったものをしっかりと色々な行事を通じてやってくださいねという趣旨

なのかなと感じていますので、たまたま私が見えてないだけかもしれません

が、そこのところをもっと住民の方に見えるようにしていただくと、もっと

もっと理解が深まるのではないかと思います。

委員 先ほどから社会教育課長とか教育長が言われてた公民館研究指定事業が、

人材育成にどのようにいいのか、私自身が実際に感じたところでお伝えしよ

うかと思うのですが、ＰＴＡ会長をしていた時に、地域の館長さんたちと一

緒に行事をお手伝いしても、そんなに話をする機会もなく、女性と男性でち

ょっと女性がキッチンの方に行ってとか、男性とちょっと違う役割をしたり

とかというのがあって、館長さんたちと同じように仕事をすることがあった

としても、そんなに地域の方とかと話をすることはほとんどなく、「一緒に手

伝いました。」 「ボランティアをしました。」というところで終わってしま

うのですが、公民館の座学の場になると、それぞれある課題に対してそれぞ

れの皆さんが持っておられることを話してくださるので、そういう思いで、

会長としてそれに参加する機会があったりすると、子どもたちの面倒を見て

くださっている方がいらっしゃるとか、そういうことを知る機会になったと

感じるときがありました。

1回会長をしただけでそれがすべてわかるわけではないのですけど、後々、

もしよかったらこういうのをしているからおいでよと誘われて行ったりする

中で、より一層館長さんたちとか、当時の公民館がどんなふうなことを考え

てしているのだなというのを少しずつでないとわからないのですけど。そう

いう会議の場で、こういうふうに思っているみたいなことを直接聞く機会と

いうのがあったからこそ、館長さんたちにこんなにお世話になったのだと思

ったりもしたし、代々のＰＴＡ会長が女性の方というのが一時期あったので

すけど、その何代か前の方も、先生の歓送迎会の時に、館長さんたちも来ら

れてみんなで話をする時に本当に、館長さんたちには子どもたちのために、
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こんなにしていただいて感謝の言葉しかありませんという言葉を言っておら

れたのですが、それもやはりＰＴＡ会長をしているだけではなくて、公民館

のそういう館長さんと関わる中で、子どもたちのことをこんなにしてもらっ

ているのだという感じの気持ちがあって、その方は、そのあとコミセンの立

ち上げ時に、副会長か何かの立場もされていて、そういう経験をしているか

らやはりそのあと、地域で何かあるときには、できるだけお手伝いしよう、

私達もしてもらったからという気持ちも育っていって、そういうので、若い

人たちの後継者も少しずつでも育っていったりするところがあるのかなと思

うと、お二人がおっしゃっていたことがすごく私は大切だな、地域の人、次

の世代を育てるという意味で大切な事業だったのではないかなというのは実

感として感じています。

市長 その指定事業とかをやっていないというところは、そういう機会がなくな

ってしまうのかもしれないけど、何かその分ある程度、主事さんも加わって、

継続事業はどこも同じように毎年テーマを変えて、通常の事業計画の中で併

せて行うというのは、大体、同じようにやっているだろうという感じがして

いたものですから、そのコミュニティセンター化によって、地域が主体的に

社会教育も含め、まちづくり、防災だとか福祉だとか、そういったところを

各それぞれ地域で担っていく、或いは担っていく人材を育てていくのだとい

うような、位置付けを持たせているという意味合いなので、金太郎あめみた

いに皆がこういうことをしてくださいということは確かに言っておらず、こ

れまでの地域の公民館としての色々な歴史だったり、取り組み内容があるか

ら、一律にできるかと言うと、またその辺が難しい面もあるところもあって、

その辺りで差が広がってきたりしている部分があるのかなという感じは思い

ますけど。

例えば、いい動きをしておられる小鴨のコミュニティセンターの事業内容

とかを横展開をさせるなり、こういったことをやっておられるコミュニティ

センターもありますよということを、情報共有していく。要はそういった取

り組みを新たに追加していただくようなことを検討していただくみたいなこ

とも必要かなと思います。

（委員 意見なし）

事務局長 丁度、システム、組織が変わった過渡期というところもありますので、不

安な面もある。懸念される部分もあるというところで、これから社会教育な

り地域づくりがどうあるべきか、きちんとやはりこう全体像を、役割分担と

いうか一緒にやるところ、そういうところがはっきりと見えてくれば、また

整理もできてくるのかと思います。当然担当課の連携はもちろん大事だと思

うのですが、コミュニティセンターとも、地域ともしっかりと連携を図って

進めていければと思います。
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（５)令和５年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

午後５時 05分 終了

（別冊資料により各課館所長説明）

委員 ３ページの公民館活動の推進ですが、先ほどお話があったとおり、地域づ

くり支援課とタイアップをしっかりとっていただいて、活動を行っていただ

きたいと思います。

１３ページ社会教育課、各種研修の中で１１月のハラスメントスポーツ指

導者研修会というのが予定されていますが、体罰のこともあるし、もっと早

い時期に複数回やるべきではないかと思います。その辺り検討していただき

たいと思います。

１５ページ文化財課、オオサンショウウオの保護というのは具体的に何を

されるのか教えてください。

教育長 大水が出たりしたあとに、流されて出てくるオオサンショウウオを元の生

活水域へ戻します。

委員 理解しました。

（委員 意見なし）

事務局長 それでは長時間にわたりまして、議題について多くのご意見をいただきま

した。以上を持ちまして令和５年度第１回総合教育会議を閉じたいと思いま

す。ありがとうございました。


